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福島県における女子大学生のファッション行動

初　沢　敏　生

葉．序　　論

　オイルショック以降、蓉本の製造業はその基本

的なスタンスを大量生産による薄舞多売から、蕎

付趨懸鑓製贔の多品種少量生産へと転換した。特

に繊縫産業を中心とするファッシ鐸ン産業におい

てこの動きは顕著で、歓会・経済講造の変化に応

じて、その生産構造を再編成してきた。筆者はこ

れまでに戦後のファッシ璽ン産業の動癖を生産と

流通の｛難藪から概観し至｝、織駿1業やファッシ…｝ン

グッズ製造業がこのような縫合の変動1こあわせて

どのように再編絞されてきたのか跡、それらと合

成繊雑資本など大資本との縫係3｝やその全蟹的な

生産ネットワーグ）がどのように変化しつつある

のかを穣討してきた。

　しかし、バブル経済の崩壊とそれにともなう戦

後最：大震摸の不混はファッシ鐸ン産業の動講を極

めて抵講なものとし、DCブランドブーム、イン

ポートブーム鎌鋒隷議場を主導するニューファッ

シ葺ンは現れていない。消費者の動海は懸攣翼とし、

それを甕癒1すること嚢捧が羅難な状溌になむつつ

ある。

　ファッション購覆などに鷺する醗究は、鍵来、

家政学（被澱学）を中心として進められてきた。

被騒学では衣料の製馨やその構造特盤の解霧を中

心としているが、近無は購買行動などに焦点を盛

てた懸究も多く箆られる。これらの藩究はいくつ

かの分野に区分することができる。まず、消費者

がファッションについてどのような意識をもって

いるのかを解甥した磯究としては、東麟、片出盛｝、

溝承了｝、高徴萩中騰勢、藤原鱒、於保’へ蠣内’2）、

らの醗究がある。また、綾羅海曹とその管理など

については撫藤鵬、金漂軟水養田獣鶴野至殊出

庫獅らが、購買鴛動江ついては覆秘欝、中矯i勘らが、

着綿行動については濁懇i懲、香鱗癬｝、木承鍛）、小

鉢齪｝、中橋鋤らが懸究を進めて誤る。

　しかし、これらの醗究の多くは方法講的に差異

が大きく、統一的な複点からこれらを系統化する

ことは癒難である。また、講糞蝿象もそめ大学が

ある地竣のものが多く、大捷毒部に集中する傾病

が強い。そのため、舞えば衣籔の着矯調室を行う

にしても跳海道と東京と九粥では、あるも、慧擁毒

蔀と農村認では大きな違いがあるにもかかわらず、

それらを比較して検討することは難しい。特に地

方め調奮データの蓄積が絶薄的に不達していると

言わざるを簿なも㌔また、綾羅学の系統の醗究が

多いため、下着などの着絹律動に硬究1こしても身

体の拘束性など、その機能的な綴面が重点的な緋

究課題とされ、選集重要梶されているファッシ登

ン性などに臠する複点は極めて少ない。アウター

ウエアに絶しては、養灘講蚕嚢捧が極めて少ない

状懇である。また、これらの講壷においては、バッ

グ等のファッシ彗ングッズについては調査の瑞象

にすらなっていな髪㌔桂妻界最轟の島質韮こ管邊垂され

た安癒な衣醸が豊富に墨穰って》る現在の露寒教

会においては、消費者が衣綴を購入するにあたっ

て璽擬する点は、そのファッション盤である。し

かもファッシ欝ンの変イヒはそれを販売するノ卸売癌

の経営形態や生産する地域の構造に直接大きな影

響を与えることになる。実態調蓋の蓄積と多面的

な分析を進めることが必要であるα

　そこで・奉論においては福島票を事鰹として・

ファッション産業に葬常に大きな影響を与える女

子大学生のファッション行動を、アンケート講蒼

を墓に、彼女たちがファッションに録して掩いて

いる意識と、その購蟹行勤から掘擬し、棲！試する

ことにしたい。

2．調査方法

　上記の目的を達するため、福島大学生及び橿鳥

県：碗に立地する2っの女子短大生を対象として、

講糞を実施した。講糞時難は福島大学生を蝿象と

するものが鰺§3奪珪月、女子鍵大生を鰐象とする

ものが欝鍵葎翌月である。実権鋳鰯に約2年のず
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第嘩表　轡答嚢数等一覧
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董
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7
《
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22．2髭

酪．5鬼

総．玉錫

6達．3％

漉：8グループで絃ファッシ華ンのみ麩答したもの撰難名いる
　ため、鎌峯の集詩では、ファッシ垂ン璽答考纏雛7名と壌る。

れ，があるが、大勢萎こ影響はないと宰1難要した。ただ

し、実施鋳簸および講壷状態1こ差異があるため、

調査薄象によ転質縫項隷こ差がある。そのため、

奉譲では、講査繋象を以下の尊グループに区分し

て集計・験試する。なお、橿鳥大学で1ま男子学生

を辮象とする調室も行ったが、内容に差嬢あるた

め、今懇の集計からは縁馨し、窮稿にお継て報告

する。以下、単に福島大学生としたものは、福島

大学鐙女子学盗を意嫁する。

　①Aグループ：橿鳥大学i奪生を麟象とする。

　　　　　　　　入学時に講糞を待ったため、高

　　　　　　　　校生活時代のファッシ3ン動講

　　　　　　　　を示していると考えられる。

　③Bグループ：橿羅大学の2奪生以上を蝿象と

　　　　　　　　する。

　③Cグループ：藥跳地区に立地する女子短大の

　　　　　　　　2奪三生を繋象とする。

　④むグループ：桑中地籔に立地する女子短大の

　　　　　　　　2筆生を蝿象とする。

　調査はいずれも集合方式によって行った。有効

躍答数などは表iに示した窃

　講壷項§は議下のとおむである。なお、講糞1ま

いずれも白露記述書式で行い、集計時に筆者がそ

の内容からグループ化したむ

　①ファッシ叢ンと1まどのようなものであると考

　　えるか。

　③経常生活においてどのような場嚢でファッショ

　　ンを意i識するか。

　③表醸等をどのくらい湧有しているか。

　＠どのようなファッシヌン雑誌を講読している

　　か。

　⑤ファッションに月平均いくら消費して疑るか。

　⑥どのような製贔をファッシ彗ンを意識して購

　　入するか。

　⑦⑤で懇吝した製贔の単懸1ま墾くらか⑪

　⑧⑧で濾吝した製品はどのような癒で購入する

　　か。

i§｛｝3奪至重羅

第2蓑　ファッション1こ薄する悪識

1項 目 Aグループ　　　　　　… Bグループ
1甕募の表麗・§分を簸る 鯵牲 3§入纏．§妬〉

瑞l（鰺7％〉

雛入（鴛、2鰯ll　　　　　　　　　　　l

ﾗ人（§、跳刃
毳毳改造

き

i縫人を楽しませる
i鑑活を楽しくする

気分転換

流行

挺会・時代の庚験

娃会への参撫

§

§

3人（6．3％）｝

§

蓉

2人（漿．2鷺〉

§

2痘i・8瑚
i人（§．9％〉1

駄（毒捌
2人（歪、8％M
　　　　　き尋人（3．§％）1

　　　　　き3人（2．7％〉i

2人（i．銚）i

　講蓋の条件等が異なるため、①～③はA・B爾

グループのみ葉叢教㊥はA・B・Cグループのみ

集套†、⑤罎鋒はすべてのグループにつ継て集計し

た。そのため鳶熱穰答数は質縫項目によって異な

る。この点については本論中にお墾て随時確認し

ていきたい。

3．福島大学i生のファッシ鐘ン意識

　ここで1よまず福島大学の女子学些がファッショ

ンとはどのようなものであると考えているのか、

また、どのような場涯戴こおいてファッシ欝ンを意

識するのかを換討することにした継。

　福島大学生のファッションに蝿する意識を表2

に豪とめた。これは筆者が欝密懇答方式によって

霧られた暴答を、その内容からいくつかに区分し

たものである（表3も織ご）。有麟羅答数はAグ

ループが珪歌Bグループが簸2である。

　Aグループ、Bグループとも、罫ファッシ鐸ン

とは露分の裏翼、纒牲の発琴議形態のiっである」

と考えている学生が最も多く・了割強を占めてい

る。箆率1ま大幅に下がるが、餐戴熱ずれも「ファッ

シ彗ンとは警分を簸るものである雄とあむ、瘡毒

を合わせると8～警罰の鷺率を羨める。　しかし、

瞬者1こは若干め差異があると考えられる。講者濾

いずれも縷者に嬉して臼巳をアピールするもので

あるが、垂籍老耄まあ蓼のままの欝分を継室者1こ表瑳す

る自己主張であるのに頬し、後春は地者を中心と

して纏者に快く受け入れられるよう欝分を隠すと

いう意鎌合》が強い。前者が霞己中心的麟飽者意

識であるのに難し、後者は地者中心的頬縫者意識

であるということができる。騒答数は少ないが、

「ファッションとは§分を議1遺するものである」

「ファッションと綜継…人を楽しませるものである」

との獲答も、地者中心的鰐地者意識の中に区分す
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ることができる。娩率を見ると、A・B嚢グルー

プとも§避中心的懸絶者意識の占める比率はほと

んど変紀がないのに渇し、懸者中心的繋地者意識

は姦グループがBグループを若干上麟っている。

ただし、この数字は大きいものではなく、調室数

が少ないことを勘案すれば誤差の範雛内であると

蓄えよう。

　一方、「ファッションとは生活を楽しくするも

のである」「気分転換をしたいときにファッショ

ンを考える」との罎答は、基本的萎こ暮ま艇茎著’の存在

を醜提としっっも、あくまでも灘己満廷をファッ

ションの中心1こ｛壷蓋づけているゆこれら韓鰐甕己

意識と盤［分することができる。疑二率的萎こはA・B

薦グループともほとんど繕じである。また、「ファッ

シ葺ンとは流行である」rファッションとは社会・

鋳代の反駁である」「ファッシ葺ンとは社会への

参灘である蕪などの懇答は衣殿スタイルの流行や

娃会蔑籍など、飽者を超えた教会の動海を中心と

した意識、蝿挺会意識であると言えよう。箆率的

にはBグループがAグループを若干上羅って》る。

数字的には逢ポイン←程度の差に遍ぎず、誤差の

範露内とも考えられるが、端縫会意識は社会経験

の壊蕊に匙擁して増大すると考えられるため、こ

の繧構捻今後拡大して行くものと予想される。

　次1こ、学生達が異体的1こファッションをどのよ

うな場面で意識するのかを表3華こまとめた。；蕎効

瞬答数はAグループが溌、Bグループが鴛5であ

る。爾グループとも最も多いのは「外縷すると讃

であるが、その麁率には大きな差が冤られる。

「学校に行くとき雄をこれに換えると、Aグルー

プが灘．8％であるのに薄し、至3グループは囎．魂％

と欝ぷイント駁上の差が見られる。これとは逆に

「人と会うとき」「異性といっしょのとき雄など、

特定の人と会うという場面での回答がAグループの

絡．6％に蝿し、Bグループは器．6％とAグループ

を9ポイント上露っているG　Bグループの方が特

定の人と会うことを§的とした外趨が増撫した分、

特定の人と会う事を目的としない外鐡の農める比

率が低下したと鞍懸できる。この差は高校生と大

学生の欝常盤活の鴛動様式の違も・、社会雛の違い

カ〉らも嚢蟻轡妻できょうゆ

　疑磁の頬筋よ「フ童心マルなとき」「狸0を

醸して涯にも見られる。　Aグループの比率鋸叢．8

鰯であるのに薄し、Bグループの箆率縁欝、8％と

Aグループを§ポイント上獲っている。これらは

第3褒　ファッションを意識する蟻蚕

…笑鶴ilきl　l交織1
　　　　　　　　　き黒髭といっしょのとき1達人（7．縷6〉旨

機ら樵るとき1娠骸）…
嚢分をよく見せたいとき1§

茜錨訓1人（’剛
常に　　　　　　　　　尊人（7．8％〉

i　項　　　　震　　　Aグループ Bグループ
外超するとき　　i27人（詑．9％）畳纏ヘー～》聾　　1倣段鶏蟹、 4塁人（35．2％〉、　　　　　　　｝…1窃義　ご79転衰

§入（7．2％）i

2達人（欝．2％）i

　　　　　　き8人（6．凄％〉i

　　　　　　ヒ達人　（3．25嬉）　1

豊人（§．8穿6）l

i？人　（茎3．6勢5〉　1

達人（3．2％）1
　　　　　　し
舞人（i董、2輸1

縫会的な要霞と考えられ、挺会経験を増すごとに

塔撫すると考えられる。また、やや牲賂縁違うが、

「常に意識する」という醸答も、これに近いと考

えられる。

　以上よセ）、擁島大学生のファッシ葺ンに封ずる

意識はi葺三生、　2無生以ま二とも、§量三申達〉的対1イ麹

者意識が最も多く鴇％強を轟め、地者中心的薄地

巻意識がこれに次ぎ鎗数％、繋嚢己意識・繋鮭会

意識がいずれも数％と、学奪による大きな差は詰

められない。しかし、異捧的1こファッションを意

識する場面は生活の違いを庚験し、　2年生駁圭1の

グループの方が社会的要露が強く翼れてくること

が瞬らかになった。この頬嚢は社会的活嚢の増撫

毒こともない、さらに顕著なもの1こなると考えられ

る。

4．福島大学生の衣服蛋有

　それでは、橿轟大学生縁このようなファッシ聲

ン意識の下、どのような種類の衣譲をどの程度辮

有しているのであろうか。講査結果を表号にまと

めた。Aグループ、Bグループともそれぞれの衣

嚴等の鎌奮較（着・懸）数の最高・最低・平均を

それぞれ算鐡した。なお、この質翼の禽麟醒答数

は表iのとおむである。また、2奪生以上の女子

学生懸人を頬象として、この調香とは慧彗に過去i

奪懸にこれらの衣騒等を侮枚（着・綴）購入した

かを調資し、表号こ付した。以下、種類難1に検討す

ることにしたい。

　ファッション牲が最：も重複されるのはアウター

ウエア・上衣（取下、トップスと略す）であるα

メーカーのブランド戦覇もこの部分に集中してい

るが、今懇の調豊ではAグループと猛グループの

題号こは大きな差は認められなかった。調糞溝奪の』予

想ではファッションヘの興殊の増大や社会権の発
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　　ジャンパー

　　レザー

　　スーツ

　　ジャケツ←

　　セーター
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2
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壷．鋳

i．聡
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i、鰺

暮．§2

暮．認

《スぷ一ツウエア》

トレーニングウェア 6 § 茎、董2 5 暮 茎．蓬2 韓、32

スキーウエア 2 騒 暮．総 3 暮 §．？5 §．総

承着 垂 § §．§？ 垂 § i．§3 §．鰺

《ナイティ》

パジャマ 6 2 3．囎 2暮 童 3．讐 i．32

その纏ナイティ 2 § 馨．ig 3 § §、灘 暮．舞

《グッズ類》

バッグ i5 2 4．58 i3 2 毒．83 i．碁6

廿篤 晦 孟　謹庁 ご｝轟 弓 肖　蔓縄 ‘｝曼9靴
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ネックシス
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婆ボン

2
§
き
§
§

i
2
i
亜
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2．欝
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昌

5．鍵

昌．難

3．8§

2．2書

隆，3§

2．32

2．縫

i、器

i，鶴

i、3§

達などからBグループの方がAグループに捻較し

て駈有枚数が大魑に上懸ると考えていたが、その

差は予想外に小さかった08グループはAグルー

プをすべての種類で上興るものの、その差がi枚

（着）嶽圭1のものはセーター（i、58枚）とブラウ

ス蕪．蔦教〉、スーツ（蓋．鰺枚〉だけである。学

年が上がるに望建い、フ矛一マルな場姦こ嬢癒するた

めスーツ・ブラウスなどの需要は増大するが、スー

ツの平均謬マ蕎は3着に満たず、ファッシ聲ン行動

の牽群力とはなっていない。この点がOしと学生

の最も異なる点であろう。匙較藩究が必要である。

また、遍去至隼題の購入数を見てもおおよそ瞬有
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敏数の3分の工と、ほぼ衣羅の消耗を補う程度の

ものにしかなっていない・極めて堅実な消費者象

がこれから縁われる億

　瞬様の領海は、アウターウエア・…下衣（以下、

ボトムズと酪す）についても璽れている。A・B

両グループを昆較すると、スカート・キュPット

の枚数こそ駐グループがAグループを2．鐙綾上繕

るものの、ズボン・パンツは春．解綬ながらAグルー

プがBグループを．L墜っている。スカート類につ

いては、スカート・キュ自ット、ミニ・・欝ングな

ど、震常生活のさまざまな場面において、また季

簾によってさまざまな種類のものが必要とされる

ため、大学生活においては鱗騒が振定されている

高校時代を上回る紋数が必要である。しかし、ズ

潔ン・パンツについても横様のこと嬢害え、これ

だけでA・B爾グループの逆転を説窮することは

できな雛。むしろこの逆転は、ズボン・パンツめ

女子大学生の人気のなさによるところが大きい。

スカー←・キュ鶴ットの藪蒋枚数はズボン・パン

ツを3倍以上も上騒っておむ、ジーンズの駈有紋

数もズぶン・パンツを上懸る⑪馨常的な舞欝機会

硲点から見ると、ジーンズの聡驚率が簸も高いと

震えよう。この選癌を若干の幾き取む講蓋によっ

て補足した漸、以下の醒答を簿た。蓬）パンツは管

選藝こ手縫揮かかむ藤嚢1である。⑫パンツは洗濃iな

どにあたっても、クリーニング毒こ蓬1さなければな

らな観③パンツは溝耗が激しく不経済である。

④パンツ慧ジーンズに娩べ懸路が高い。⑤太って

いる場合、ジーンズのほうがスマートに見える。

⑤パ1ンツは流行遅れ1こなった場合スカートのよう

に慈雨がきかない。女子大学生慧これらの点から

パンツを敬遠し、ジーンズの琴難嬢を鋸んでいる。

また、女らしさを滋華墨する場合、パンツよ毫）もス

カートの方が適してお甑パン嘱ま必ずしも必要

なアイテムになって墾な赫ことも指摘できよう。

ポトムズに関してはスカートを中心としたファッ

シ彗ンとなって疑ることがわかる。今羅の講糞iで

はスカート・キュ欝ットを一猛して行い、総かい

分類は行わなかった。しかし、ボトムズみファッ

シ葺ンがこの分野を申’むとして験る以上、よ穆詳

総な講i壷・分新が必要である。反省点として旛摘

しておきたい。

　プライベートウエア鱒に麗しては、A・B爾グ

ループの購に縁とんど差は見られなかった。これ

は、大学生がプライベートウエアをファッション

製品としてそれ縁ど意識していないと考えること

もできるが、新嘗枚数の多さを麟案すれば、羅に

高絞馨寺代からかなむの程穫：までファッシ強ンイとが

進んでいたと考えるのが妥当であろう。懸整が安

簸嚢でプライベートな場面での着罵を麩的としてい

るプライベートウエアは、高校鑑の醐から学生が

比較的嚢虫紅購入することが藩籬で、毒分の趣殊

に合わせた購買行動をとってきた。そのため大学

入学以降も大きな変化がなかったのだと考えられ

る。

　スポ｛ツウェア、ナイティに関してはA・B爾

グループ麗の数の変位の面ではプライベー卦ウエ

アとにているが、湧有数や関心などに大きな差が

あり、ファッシ璽ンを十分に意識しているとは考

えられない。講者に麗してはファッション建慧進

んでいないと言えよう。

　インナーウエアの動講も、これらと基本的に構

ごである。瞬有枚数はすべて建グループがAグルー

プをま1懸るが、　i枚以上の差麟あるのはシ欝一ッ

のi．53枚とキャミソールのi．総枚のみで、実質的

な差はないということができる。種類響彗に見ると、

ブラジャー、シ璽一ツの辮糞枚数に麺較してキャ

ミソール等。ランジェ琴一働類の新鳶枚数が著し

く少ない。この点については、鍵来の硬究にお疑

てもさまざまな捲摘がある勘。　しかし、購入枚数

を見ると、ランジェ1タ一類は漸膏紋数の辛分程度

が毎奪購入されて疑ることが示されているαこの

溝耗率はブラジャーやシ醤一ッを上獲るもので、

ランジェ1ター類の｛壷耀頻痩：は鍵較的高いと率彗鬱憂で

きる。後来の醗究においてはうンジェ婆一類の痩

馬の減少ばかむが捲撫されているが、今籔の講壷

給桑は、学鑑がインナーウエアに離しても驚野0

に慈ビて縫い分けていることを示している。これ

はインナーウエアのファッシ葺ン化が進み、健来

の野下着」ヂ隠すべきもの」と疑う凝念では頬慈

できなくなっていることを示している。今後はイ

ンナーウエアに関しても機能癒だけではなく、様々

な生活場面での｛爽い分導ナなども擾野毒こ入れながら

麟究を進める必要があろうα

　A・B爾グループにも差が最も瞬確に現れたの

がグッズ類である。バッグ、その弛アクセサ彗一、

嘆ボン等は大きな差は晃られな秘・ものの、靴、イ

や撃ング・ピアス、ネックレスの差は非常に大き

い。特にイや解ング・ピアスはBグループはAグ

ループの培近墾数殖を承している。これら慧墾ず
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れも高校生活においては厳しく禁重されているも

ので、高校時代は痩繕の機会が著しく麟縷されて

いる。大学盤活に入って燐めて痩驚が残懸になっ

たため、購入・翫膏が急遽に拡大したものと考え

られる。　しかし、キ整ンパス海の学盤1がこれらの

アクセサ婆一類を着舞iしても、るのを見かけること

は極めてまれで、霞常生活における綾羅頻度濾縫

いと考えられる。衣類と異な鯵綾灘経験が少稼墾

ため、製品の痩繕懸魑を十分に認識しな墾まま購

入するケースも多い。従来消費者教育は衣類が中

心であったが、今後、アクセサ蓼一等、ダッズ類

1こも絋大して行く必要があろう。詳総な醗究を進

めたい9

　騒士よむ、福島大学の学生を衣籔羨禽獣涜をま

とめると、次のとおむである。アウターウエアに

離しては、トップス、ボ》ムスとも高学隼の方が

漸奮枚数は多くなる。これ縁フォーマルな場に必

要であることや生活場覆緯荘籔大するためであるが、

その羨有・購翼枚数は畏1較的少なく、実羅雛iを中

心醜紅翫癒した堅実な消費者象が構われる。また、

プライベ一軒ウエア、スポーツウエア、ナイティ

などに麗しては学年による差は小さく、ファッシ華

ン化はそれ縁ど進んでいない。インナーウエアに

お》ても線様の繧溝が晃られるが、ランジェ彗一

類につ継ては狸（）を翫離した綻驚溺なされてい

ると考えられる。グッズ類縁特にイや撃ング・ピ

アスを中心として学奪の差が大きく認めら糖るが、

綾稽頻度はそれ慧ど高くな籍と考えられ、製品の

硬橋懸纏を十分に理解しないまま購入している消

費者豫が｛舞われる。

§．女子大学生のファッシ遷ン行麺

　次に、女子大学生のファッシ弦ン行動を、購買

行：動を中尾耀こ換討すること書こしノヒい。

　ファッシ葺ン行動に各種のファッシ葺ン雑誌が

大きな影響を与えることは、雛に多くの旛摘がな

さ轟ている。高度経済成長難までのナシ葺ナル・

ブランドを中心としたファッション捲肉の誌代に

はテレビなど験嫁メディアの影響が葬常に強かっ

たが、特に至〉eブラン詳ブーム以降は鰯霧的に深

い精鞍が求められるようになったため、ファッシ華

ン雑誌の重要盤は格段に上昇した。

　褒5はファッシ華ン誌む講読状溌をグループ幾

に見たものである窃各グループの月闇平均講読数

はAグループが馨．襲禰、Bグループがi．鍵綴、c

溺3鱗編

纂器表　購饒ファッシ葺ン講磁種類

汽グループ‘ Bグループ cグループ

1数○盤’簸。
p　段簸，農簸

戟@c鍛。餓
p

3§

@達

@3

@自

鑓
2
§
絡
　
o

82

鰍T

Qi

B蔓l」」

瞬ぎ
駆宝st鯉

擁醗
lWi癒

魏

9
悉
碁
5
垂
雀
雀
荘

　
　
　
　
　
　
　
i

（挙建＝人）

グループ藩i．麗欝である。CグループがA・B癒

グループを大きく上露っているG種類鱗萎こ見ると

すべてのグループで講読者数の最も多いのが難。野

簸。で、Aグループ以外は過単数の学鑑が定離的

に講談している。次いで、離職臥（〕麟C2鍬麗、

謝s量st鍵などが多く講蔑されているが、その差

は異常に大きい。学生にとって、鞭。盤壌。が最も

基本的なファッシ撃、ン誌となっていることがわか

る。片由鶏は、学生のファッシ叢ン誌の講読状溌

について文乾学蟹ファッション鷺穀センターの中

韓良英聡発課長め話として、学生は始めは簸0翻

簸。の講読率が高いが、学奪が進むと数纏が逆転

して鍛懲簸の読者が増撫するという離椴簸への

移行がみられると捲締して継る。今毯の講萱にお

いてもβグループの雛壌難講読者の増癩領海縁

この旛摘と合致している。しかし、才識壷におい

ては、惣。奪簸。の購読者数と離職盤の購読者数の

差は大きく、雛・麗へ移行していると1ま考えられ

なも㌔この点を解隣するため・上記§誌について

学生がどのようなイメージをもっているのか補足

の饑き取磐調室を行った謬釈教濃肇。がファッシ欝

ンの勤懸を考えるのに最も適していると考えてい

る学盤が大鋸分で、その評懸iは極めて高いことが

わかった。購読巻麟としては灘。　s童st鍵が高校生

から2§歳くらいの欝代後事を繋象とし、その後、

簸。籔機。や鐙壌簸に移行する。しかし、灘cs量蕊鍵

はファッシ糞ン誌としてはそれほど高継評懸を受

けておらず、講読希望も少ない。建。簸噴倉は欝靉

靆後の大学生や若いO　Lを瑞象としているととら

えら紅ており、ちょうど大学盤の需要に合致して

いる。C雛C鍛もほぼ羅む繕を麟象としている

が、揚載されている製贔の懸路などは箆。嚢燈。に
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昆較すると轟く、後連のJJとの中聡的な縫縮を

もっている。そのため、学生の購買屡とはずれが

あ吟、その評癒は登。簸燈。に比較するとかなむ低

い。ただし、ファッション誌としてはかなむ法く

受け入れられておむ、今後読者が拡大する可能性

がある。一方、＆惣鋤は紹介されているファッショ

ンなどに対する否定的な意見が多い。筆者の質麗

に蝿し、「あま鯵に先蟻1約すぎる」「東京に鴛くと

き毒まい魏かもしれない」などの縫答が寄せられたG

藩に紹介した申越の捲擁慧、あくまでファッショ

ン専門学校の学生を鰐象とした講糞の繕果であむ、

福島の大学生の動講にそのままあてはめることは

できない。ファッシ壁ン雑誌の講読状濁等に麗し

ても大きな地域姓が存在していると考えられる。

今後の機討課題としたい。JJに麗して慧、「紹介

されているファッシ葺ンに手がでない」などの意

見が寄せられた。学鑑は轟を箆較的収入の多い

麗代辛ば程度のO　Lを麟象とした雑誌で「講議す

るのはまだ攣疑」と考えている箆も以上より、学

生は（驚。鎌st鍵一〉）登。難噴｛｝（C＆賞C盆盤）→JJと

いう琵多で講読ファッション雑誌を移待させている

ことが瞬らかになった。今後、よむ詳編な講蓋・

硬究を進めたい。

　次にファッシヌンの消費額紅っ継て検討したい。

この項§以降はA橿3・C・Dの婆グループを比

較しながら嬢討を進める。

　表6にファッションの月平均消費額をグループ

騒llに示した。事実上高校時代の溝費額を示すAグ

ループが§，総§濯と低継のを除けば、B・Cグルー

プが欝，総警邏、Dグループが貿，暮§嚢羅とグループ

購の差はほとんど無い。大学入学後、率均淺費額

が6～8，§§尋溌塔撫している事が示されている。こ

れを金額驚に見ると、Aグループがi万胃を中心

としてほぼ盈幾分薦を示すのに薄し、B・C・D

グループはいずれもi万遠縁圭■万5千繕索溝の

者が最も多いが分布は平準侘し、i万饗磁土2万

再未満の者が約総％、2万聾以上の者が約3縫6を

占めている。3グループは月に3万韓以上溝費す

るものが葺．§％を占めている一方、屈むだけの者

がi万羅乗満の消費額しかない。挑較的溝費額が

少ない者と多い者とに分乾しっっあることが承さ

れている。

　それでは、学生達はどのような種類の衣籔等を

ファッションを意識して購入するのであろうか。

今纒は、嚢密記述方式によって講蓋を蕎つたが、

第§表　ファッシ避ンの平均鍔消費額

…餅多イ1鋤レづicグレプ…費グループ1

率　均　　§，蹴霧1藩，鰯簿麺，㈱聾“蓋7，朧霧…

堕～5粥i鎗脇
渉千～勝継3珪・8％

！潔器講
，編躍膿

i4・8％

i欝3％

…畿

徽

2・跳i5・鰯…

i茎”％i　i2・5％

、撒屡辮

膿il翻
涯：2～3万霧は、2薄霧鎌上3万講衆溝を示す。
　単均は蓑聾獄下甦接叢入

羅答妻数は競較的少なかった。この質翼に蝋する

有効毯苔類は、表iに「ファッシ郭ン露答者数」

として示したとおりである。§密記述方式の特徴

は、常1こファッションを強く意識して購入してい

るものしか懇答豊こ現れないことで、継三の類する講

蒼に娩較して、懇答数・率が緩くなるが、ファッ

シ3ンを漫然と意識するという程穫：の圏答が撰豫

され、回答の質は高くなる⇔　この質瞬毒こ対＝する無

答者は、特にファッションを意識して購入する衣

騒等がない者と調登時巽中に患いつくことができ

なかった者、最逓その種類の衣騒等を購入・綾耀

していない者、無効縛答などが澆在していると推

灘されるαそこで、1本醗究においては、睡答のあっ

た者のみを辮象として、以後、験討を進めること

にしたい。

　表？は、それぞれの衣騒等を羅答者のとれぐら

いがファッシ璽ンを意識して購入しているか、そ

の鋤率を示したものである。以下、纈に穣討した

い。

　まず、トップスについて発ると、Aグループと

B・Cグループ、それに至）グループの罎で大きな

差があることが認められる。

　B・Cグループはコート・オーバーとセーター

でCグループがBグループを大きく上翻るが、スー

ツ、ジャケット、ブラウス毒ま大きな差はない。コー

ト章オーバー、スーツ、ジャケット、セーター、

ブラウスの5品欝が大学生がファッシ欝ン盤iを重

観しているトップスであると言えよう。これに鰐

し、Aグループは、飽のグループに魏較して特に

スーツ、ジャケットの比率が低くなっている。こ

れは表騒辮糞績溌のところでも捲擁したように、

高校生活の間慧これらの衣綴を着る機会が少なく、

瞬蕎数・購入機会が少ないことが大きな礫由であ

る。しかし、A・B毒琢グループ麗のスーツ、ジャ
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島　　　　　嚢 Aグループ Bグループ Cグループ Dグループ

1靭ターウエ　鋤　1 　　　　　レ　　　　　レ轟　○毒■

哩噂壼簸∠

　　　　　…　　　　　i

R験転　　i
　　　　　1鷲　棄転　　　　　i

コート・オーノ寸一

ジヤンパー

スーツ

ジサケット

セ一夕ー

カーディガン

ワンピース

ブラウス

灘，暮％

2．？

5．淫

§．§

豊6．2

8．i

2．7

鰺．§

i2．8％

2．暮

i7，§

馨．2

i？．9

3．逸

2．ε

夏子．産

器．蓼％

§．毒

露．7

2§．暮

3暮．5

i．§

§．参

睡．6

糞．i％

i．2

i6．§

茎6．§

8，6

§．§

董．2

窒至．i

《アウターウエア・下衣》

　　スカート

　　ノぐンツ
3
§

蓬
3
2
i

3
i
3
5

3 飛
U
置
碁i
2

§
主 §

9

i
G
J

2

ジーンズ 4暮．5 馨．2 2巷．8 33．3

《プライベートウェア》

@　シ牽ツ・かソトソー

@　トレーナー

2§．？

ﾊ3．§

32．5

s2、馨

2暮．§

奄V．7

鍛．惑

P．§

ぞイソ÷　　ね　　ア馨《インナーウェア》

　　下着

　　ストッキング・タイツ

2i．§

8、i

i8，8

鎚．i

2警．8

旙，6

ソックス 娼．9 27．纏 3§．2 欝．8

《ス孝一ツウェア》

スポーツウェア 8．董 9．§ 圭．§ 至．2

スキーウェア 2．？ 9．逢 韓．逢 鴛．3

承養 §．む 3．尋 2．i §．§

《グッズ類》

バッグ 認．義 3ま．6 2暮．§ 32．茎

o｛｝　蔭 肇設　環 が階9鞭

ハンカチ

スカーフ

耀子

アクセサ箏一

華ボン

傘

2望．6

2董．6

8．i

2．7

圭3．暮

5．達

§，§

38．昌

5．i

6、§

i．7

22、2

6，0

§．轟

36．5

i2．§

§．馨

2．i

3§．2

5，2

3，i

i3．6

22、2

ig8

魂3．2

i2．3

圭、2

3．7

i3，6

6．2

6．2

ケット類の溺鳶数の差はi着程度にすぎず、これ

だけでは十分な議競とはならない。これらのよう

な懸路の高い製品は高校時代は学生が自分だけで

購入品を決定することは少ないが、大学生はほと

んどが窃分の意志で決定する。このような意志決

建の産む方の違いが大きく影響していると考えら

れる。一方、Dグループは珍・Cグループに捻較

してファッシ華ンを意識して購入するものの割合

が葬常に縫い。萄にセーターにおいてこの傾向が

顕著である．乙搬こ端し、フ童一マルな場で嚇ll

灘を中心とするスーツ、ジ華ケットなどの疵率は

萢のグループと大差無い。全体的にはAグループ

の鷺率と瞬程度である。Dグループとして区分し

た学生が通う大学では簿綴が定あられ、その着醗

が厳しく義務づけられている。このことが、嚢常

的な場癒で寿ジュアルとして驚籍られるセーター

やブラウスの建率の藪下として麗れていると考え

られるひ舗籔が学生のファッシ華ン意識睾こ大きな

影響を与えていると震えよう。この点については

さらに硬究を深めたい。

　次1こ、ボトムズについて見ると、衣醸湧有謁董

と瞬様、パンツの優艶率とジーンズの蕩鋤率が特

に淺目できる。ジーンズの比率はCグループ以外

はスカートをも上露っており、ボトムズの中心的



擁沢敏鑑1福島1桑尋こおける女子大学生のファッション響動 3§

なファッションとなっている。特に橿鳥大学では

その比率が高い。しかし、ジーンズ縁もともと麹

の衣類1こ銑較して差響彗化が難しく、ファッシ華ン

性は低い○学生が着耀しているジーンズも彗一バ

イスなど特建のブランドに特化してお穆、ε蟹盤

の表醗」などは羅難である。筆者は、ジーンズの

ファッシ華ンとしての歴史の浅さが、このような

領海を導き鐵していると考える。すなわち。無業

着的な色彩が強く生産の寡占化が進んでいたジー

ンズが近奪急速にファッション製贔としての地盤

を確立する書こあたむ、これらの寡轟メーカーのブ

ランドがナショナル輩ブランドとして消費者1こ浸

透し、ファッシ華ン化の§安1こなったのである。

高穫：経済成長難のアウターウエアのナシ荘』ナル・

ブランドの拡大と麟娩することができよう。その

愚妹で、ジーンズはまだ市場の成熟が十分に進ん

でいない衣類であると蓄えよう。

　プライベートウエアに臠しては、グループ懸で

大きな差は認められなかった。しかし、藩這のよ

うに、表搬鎌有調蓋で漸奮数が多く、攣い時驚か

らファッシ葺ン姓を意識する学生が多いことが注

目される。

　インナーウェアでは、予想に反し、ソックスの

箆率が葬常に高く現れた。特にAグループでは単

数近い学生がソマクスのファッシ葺ン姓を捲嫡し、

全製品覇）中で最も高》鷺率を示している。この遅

出としては、高校生が麟蝦の着欝を義務づけられ

ていることから、それ繊外の｛蘂分にファッシ葺ン

を求めていること、ソックスは安慰であむ好みに

応じて数をそろえられることなどが捲嫡できる。

この傾講は大学生活が長くなるに感じて減少する

が、B・Cグループは鎗露繭後、Dグループは鱒

篤と、既較的轟い水準を維持しているGソックス

のファッション化は穏当程度進展していると言え

よう。これに蝿し、ストッキング・タイツはそれ

ほど高熱鏡率が示されなかった。近隼、ストッキ

ングのファッシ彗ン柁が揚接され、高品質化、高

懸格化が進んでいるが、学生はファッシ璽ン牲よ

りもサポート等の機能性、低懸路牲を追及してい

る。ただし、茎）ダループではストッキングにファッ

ション雛iを求める者が22．2鷺で、ソックスを圭1懇っ

ている。これはDグループの大学で養灘を義務づ

けられている驚綴がスカート（大部分の学生はミ

ニスカートを着矯している）であることと縫達し

ていると考えられる。

　下養に臠しては、Dグループの建率が若干低い

惣ま、臆擁蕪後とかなり高い比率で安定している。

この数字はトップスのスーツ、ジャケットを上鐡

るものであ甑下着のファッシ華ン建が禮当程度

進んでいることを示している。しかも、Aグルー

プの難率が最も高く現れておむ、懸軍齢化も進ん

でいるGただし、その内容がどの程度のものなの

か1ま今懸の講蓋では聡らかにすることができなかっ

た。今後の課題としたい。

　これに蝿し、スポーツウエアはファッションイヒ

はそれほど進んでいてい。特にスぷ一ツウエアは

髄駕機会が減少することによむ甥6講後の学生し

かファッション姓を意識していない。魏較的人気

を集めているのはスキーウエアであるが、懸路が

傷いこともあり、それほど大きい鋤率を示してい

ない。また、水養の匙率も極めて抵蔦・。

　グッズ類では、靴とバックの駕率窪極めて高く、

アクセサ婆一、ハンカチがこれに次ぐ。靴はAグ

ループが蟹．§驚と箆較的低いのを除けば、すべて

のグループが靭6羨後の数字となっている。また、

バッグはすべてのグループが3§％落後の数字を上

げている。これらはいずれも各グループの最高か、

それに近い数字である。学生のファッション意識

は衣鰻だけではなく、グッズ類にも纒広く及んで

いる。しかし、これ獄外では大学生になってから

購入が急速に拡大するアクセサ琴一と、Aグルー

プを中心としたハンカチを懸けぱ、それ鵬のグッ

ズ類はファッションとして余む意識されてはいな

い。学生のトータルファッション意識は麗荘のと

ころ、比較的高懸格帯のものを中心としていると

奮えよう。

　それで1ま、学盤が購入する製品はどの程度の懸

格帯のものなのであろうカ㌔蓑8は、学盤三が普段

購入する製品の平均緬擦を算出したものであるが、

グループ懸の数字の変化が葬常に大きく、法難牲

を認めることはできなかったαファッシ葺ンヘの

溝費額の少な雛Aグループも比較的高継懸格の製

品を購入してお甑ファッションを意識する学生

の購入製品が娩較的織一レベルにあること、高校

生の消費水準も高輪ことを示していることを指擁

するにとどめたい9

　最後に、学盤のファッシ彗ンの購入先について

極討したい。表9は学生のファッション製品の購

入究をグループ響軽に示したものである。ここでは、

学生が主に綾濁する繕を硬宣上、百貨癒、ファッ
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｝
…

膿
鱒
礫 § Aグループ 8グループ …

Cグループ ｝ 聾グループ i

《アウターウェア・上衣》

　　コ一封　書意ーノ｛一

　　ジャンパー

　　スーツ

　　ジャケット

　　セーター

　　カーディガン

　　ワンピース

　　ブラウス

㈱
㈱
麟
｝
朧
鰯
朧
蹴

？
8
§
　
　
　
8
§
難
？

2
　
　
　
壕
　
　
　
　
　
　
i
　
茎

踊
購
聯
蹴
鰯
㈱
鵬
姻

3
弓
ぬ
§
§
i
O
G
7
7

角
書
2
2
2
i
　
　

至

魏
｝
朧
禦
講
蹴
｝
謝

8
　
　
7
§
7
§
　
　
5

2
　
　
　
2
　
蓋
　
　
　
i

㈱
騰
㈱
鵬
輔
｛
麟
獅

3
轟
§
毒
9
　
　奪
5

3
　
2
　
「
3
　
3
　
　
　
　
　
2

《アウターウェア・下衣》

　　ス寿一塾

　　ノぐンツ

　　ジーンズ

8，講

8，5巷§

？，漿総

8，2総

8，悉巷軽

7，§暮春

6，？総

？，蹴

8，鰯

§，灘念

§，墨蓼碁

8，3暮§

『《プライベートウェア》

　　シャツ・カットソー

　　トレーナー

5，3総

5，？総

5，蟹鎗

7，総§・

5，§総

7，2総

？，総§

？，3青春

《インナーウェア》

　下蓋
　　ストッキング・タイツ

　　ソックス

3，鰯

　§§9

i，総§

蓬，？鱒

　？暮§

　9鑓

3，繕

蹴
豊，玉総

2，鰯

鰯
　騰§

《スポーツウェア》

　　スぷ一ツウェア

　　スキーウェア

　　水嚢 7，㈱

蔦，㈱

認，§軽§

亙至，鰯

器，㈱

57，8総

§，㈱

蔦，暮紛

55，㈱

《グッズ類》

　　バッグ

　　鞭

　　ハンカチ

　　スカーフ

　　縷子

　　アクセサ馨一

　　嘆ボン

　　傘

魏
鰯
聯
蹴
㈱
獅
蹴

蓋
§
　
　
5
7
8

i
　i 辮

鵬
鰯
講
鰯
獅
騰
鵬

尋
馨
　
　

6
5
5
　
　
遮

i
　悪
圭

鵬
蹴
鵬
｝
㈱
鵬
蜘
謝

9
8
　
　
　
　
6
§
　
　
　
2

　
　
　
　
　
圭

鶴
舞
§
縫
｝
巷
§
毒
毒
§
暮
馨
§

3
垂
§
　
　
§
5
？
§

差
；
毒
　
　
　
　
3
2
　
　7

蓋
　

i

（攣盤＝霞・露霜以下翼塗霊入）

シ・ン専野糖葉稜型善貨癒（以下、集積型蟹貨癖

と酪す）、専鍔癒に区分し、分類した器｝。

　まず、トップスについて見ると、敦躯分の製品

で、震“貨癒の占める幾工率が最も高い。蓑罫貨慈｝で皺

む籔う製品は集積型蕎貨繕に競べて愛一ソドック

スなもの麟多く、信購牲も高いため、特にスーツ

のような「堅い3製贔を購入するのに適している。

これに気多し集積型百貨慧嚢ま1遜じ種類のものでも

「ソフトな憾製贔が多く、ファッション盤には霞

んでいるものの、秘めて買う場合には敬遠される

繧海が強も㌔この結果、鋤較的購入懸格帯の高い

トップスでは蕎貨震の比率が根頬的に高くなって

いると考えられる。一方、集穣型百貨籍もカジュ

アルな製品を中心に品揃えを進め、学生も多く琴彗

属して継る。セーター・ブラウスなどの比率の高

さは集積型欝貨籍を評慰していることを示してい

る．こ轟に嬉し、専門籍1ま、全鉢的に匙率が低い。

これは福島糞ミ内にまだファッション専門縫葦が十分

成長しておらず、数的にも少な継ためである。こ

の傾1簿は弛の分野の製品も馨1様である。

　ポトムズは、トップスと異なむカジュアル盤が

高いため、集稜百貨癌の製品が適して疑る。また、



露訳敏生1橿轟桑にお謬る女子大学盤1のファッシ璽ン鴛勧 3？

第9表　ファッシ荘ン製品の購入先鐙艶率

Aグループ 馨グループ Cグループ ○グループ
贔　　　　　農

亙i臨 獲 類葺i 盤 彰登1 麗 董1臨羅
《アウターウェア・上衣釜

@コート・オーバー

@ジ華ンパー
響ll霧

㎜
㎜

、器憩 8
㎜

i？i33i＿　　1　　　＿　　：

一
一

、器二轡

スーツ

ジャケット

セータ」

カーディガン

ワンピース

ブラウス

灘

66　　圭6

33

i縫

29　　2§

魂5　　鎗　　銀

縷7　　37

鎗　　総　　　欝

5§　　25

　　茎総

2砦　　韓

　§　　艶

臆　　妬

簸　　3§

美鱒

7　　3§

　　響　　　　　　欝

欝　　5§　　8　　25

鑓　　欝　　欝

7　　4畦　　盤i一難

《アウターウェア・ぞ衣》

スカート 22i 魏i 33 3茎i 4§i
一

§i 騒i 逢 2創 一　　1 §

ノでンツ 韓i 一　　1　『　一
33i 33i 欝 欝i 33i

一 一　　： 一　　　1 垂3

ジーンズ 亙3i 豊3i 纒 gi 38i 23 欝i 3§i 3§ 簸｝ 7i 製

《プライベートウェア》

シギツ・カッ卦ソー 3§i 27i
『 2研 241 腿 2魂1 麟1 8 蕗i 一　　1 i蓬

トレーナー 一　　： 2巷1 2§ 3§i 魂31 7 2§1 2§1 i8 了3i i31 7

《インナーウェア》

下着 欝1 皿　　： ｝ 露1 越i 皿
欝！ 欝i 欝 彰 gl

一

ストッキング・タイツ 一　　i 皿　　1 皿 妬1 81
』

i31 2馨！
一 簸i 皿　　1 ㎜

ソックス 5創 6i
』 5εi 28i

一 鰺1 52i
一 3董i 3暮i ㎜

《スぷ一ツウェア》

スポーツウェア

スキーウェア

水養

総　　驚

　　　警

　　灘　　　　　　　　鎗§　　　　　　　　至総

　　薦　　　　　　　2§　　総　　　欝　　　8春

5巷　　　　　灘　　　　　　5毒

、《グッズ類》

　　バッグ

　　靴

　　ハン寿チ

　　スカーフ

　　鰐子

　　アクセサ撃一

　　馨ボン

　　傘

5巷

翌3　　灘

器

i韓

§
§
婆
§

磐

亙8

i総

総

5暮

35

器

簸　　　簸　　　鴛　　　28　　欝

27　　33　　　6　　　§　　璽1

　　　　　彗2　　董？　　8
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漉1亙慧通常のデノぐ一ト、葺はルミネなどファッシ聲ン専鍔癒集積璽のデパート、籔は独立した専怨落を撫す○
　単｛窪は餐。

繭述のようにボトムズの中心はスカートであるが、

コーディネー罫を考える場合、蒼貨癒よりも集積

型百貨癒の方が品揃えが豊富であ鯵選びやすも㌔

これらの菱璽露から、集積型鳶貨疲の瀦垂絹が塔撫し

ている。これに麟し、ジーンズは専鍔癒の建率が

高い。ジーンズは「人薦には継て当るには失礼な

もの雄という意識が檬強く、衣類の申でも「賂下

の製品」ととらえられていた。そのため、義盗で

こそ酉貨籍などでも取乏）掻うものの、鍵来、アメ

1タカン毒カジュアルの専詳密毒落蓋な販競となむ、

溝費者をつかんできたという経緯揮ある。　また、

ジーンズの単極は製贔による違難が小さく、8，§倉警

R程度のものが多いため、地懸負握力が低く、地

懸の高匙ギ蓉貨簸葦など毒こは議奏毒しにくいという甕1も

ある。今後もこの繧両は継続するものと考えられ

る。

　プライベートウエアはカジュアル姓が強く、集

積型毒貨活の霧意な分野ということができるが、
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吾貨繕の占める娩率も非常に高輪。これは、集積

型百貨震のプライベートウエアの品揃えが十分で

ないためと考えられるが、今醸の講蓋ではこれ以

上解明することができなかった。今後の課題とし

たい。

　インナーウエアでは下着を百貨繕などで購入す

る比率が低いことが漉目される。繭選茎のように葬

常に多くの学生が下着のファッションを意識して

いるにもかかわらず、今織の講蓋では、通盤販売

によって購入するとの縁答が多く、癒舗での購入

は少ない。近奪、下着類を購入するにあたって、

セシールなどによる通薦籔売の匙率が高まってい

るが、通穏簸売は基本的に懸格の窮穆下げをねらっ

たものであり、ファッションイととは必ずしも一致

しな瓢卿。蔑にも捲撫したように、多数の学生が

ファッション雛iを意識してはいるものの・そのレ

ベル1ま必ずしも高いものになっていないと害えよ

う。しかし、もっとも隼齢の低いAグループでは

単数の者が漂貨凄で買い求めてお鯵、平均単極も

箆較的高い。今後、下着類も急速にファッシ彗ン

化が進むと考えられる。

　こ搬こ嬉し、ソックスは頁貨震、集積塗百貨窓

の霞める警重合が葬常に高い。これ1まソックスがま

だファッシヌン製品としてはマイナーな存在に過

ぎず、販売藩が一藻の専醗震に蔭られているため

と考えられる。

　スポーツウエアはジーンズと講様、専醗濤の占

める匙率が葬常1こ高い製昆である。スポーツウエ

アは葬常に輪広い分野にわたり、販売にあたって

も広野沫面積が必要とされる。また、スポーツウ

ェアは季籔姓が強いため、蔭饒効率も落ちがちで

ある。そのため、専轡繕の力が葬常に強く、膏貨

店や集積型百貨髭讐嘉ま、水着など一翻の繭贔しか鰐

感できない状溌となっている。

　グッズ類は製品によって内容が大きく異なる。

専需繕の箆率が認・のは靴である。靴は晶蟻えが

大きな意練をもってお穆、蒼貨癒の中への獲賎で

は十分な童量感をすることはできない。この蟹講縁

特に嬬入靴の場合顕著である。これに頬し、疑む

革製品でもバッダは百貨癒、集積型百貨籍の占め

る割合が大きくなっている。これ1まバッグは製品

単優の纒が大きく、箆較的高懸旛のものも籔うた

め資本力が必要なこと、靴ほど数をそろえる必要

がないことなどによる。また、これ罎外のグッズ

類も暮貨唐、集積型蕎貨震の占める比率が高墾が、

翌弱3奪i童舞

これはファッシ壁ングッズを取静掻う震が少ない

ことによる尊ファッショングッズの販売にあたっ

ては、百貨膳等の果たす役割が葬常に大きくなっ

ている。

　以上より、橿島察における女子大学生のファッ

シ璽ン鴛動を次のようにまとめることができる弓

　ファッション精鞍を入手する手段として重複さ

れているファッシ聲ン誌は簸。掛盤。が中心的に講

読されている。ファッションに消費する金額慧平

均して月露，総曙程度であるが、あま静養わない

グループと多額をつぎ込むグループとに分化しつ

つある¢主な購買製品として1ま、トップスでは意一

バー・コート、スーツ、ジャケット、セーター、

ブラウスなど、ホトムズではスカートとジーンズ、

それにシャツ、下着、バッダ、靴などをあげるこ

とができる。学生達1まこれらの製品の特徴導こよっ

て購翼する癒を選択しているが、一藻の製誌を除

けば百貨濤とファッション専霧繕集積型百貨店の

果たす役害軽毒ま大きい。た1だし、翼体的な購買鴛動

の中身については、今遜の講壷では不達する点も

多く、今後の験討課題としたい。

6．結　　論

　本醗究によって鴛られた結論は縁下のとおりで

ある。

　福島大学生のファッションに繋する意識はi無

生、2年生以上とも、甕己中心的麟地者意識が最

も多く驚％強を占め、纏老中心的輯鞄者意識がこ

れに次ぎ欝数％、蝿窪巳意識・鰐縫会意識がいず

れも数擁と、学年による大きな差は認められない。

しかし、翼｛本的にファッシ鐸ンを意識する場面毒ま

生活の違いを友験し、2年生以上のグループの方

が社会的要露が強く璽れてくることが瞬らかになっ

た．この繧露は社会的活動の塘撫にともない、さ

らに顕著なものになると考えられる。

　福震｝大学生の衣難暴漸有産犬混書ま、アウターウエア

に関しては、トップス、斌トムスとも高学奪の方

が訴奮複数は多くなる。これはフォーマルな場に

必要であることや生活場蚕が絋大するためである

が、その湧蕎・購買枚数は誌較的少なく、実綿姓

を中心的に翫癒した堅実な消費者豫が飼われる。

また、プライベートウエア、スポーツウエア、ナ

イティなど1こ麗して1ま韓1こよる差はノ卸さく、ファッ

シ登ン化はそれほど進んでない。インナーウエア

においても属隷憂）繧痢が髭られるが、ランジェ辱一
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顛については丁費0を醍癒した綾絹がなされてい

ると考えられる。グッズ類は特にイや撃ング・ピ

アスを中心として学生の差が大きく認められるが、

綾羅頻度はそれほど高くないと考えられ、製品の

髄繕儀髄を十分1こ饗解しないまま購入している消

費者｛象が構われる。

　ファッション構報を藪稀有手する手段として重

複されているファッション誌は簸。盤肇。が中心的

に講読されている窃ファッションに消費する金額

は平均して月捲，§§§羅程度であるが、あまり縫わ

ないグループと多額をつぎ込むグループとに分化

しっっある。主な購買製品としては、トップスで

は煮一バー・コート、スーツ、ジャケット、セー

ター、ブラウスなど、本トムズではスカートとジー

ンズ、それにシャツ、下養、バッグ、靴などをあ

げることができる。学生達はこれらの製島の特鍛

によって購買する癒を選択しているが、一藻の製

品を験けば醤貨唐とファッシ葺ン専門唐集積型誉

貨繕の果たす役割が大きも・。

　なお、男子学生のファッシ璽ン膏勤など、今羅

の講壷で醗らかにすることができなかった点も含

めて、補足調糞を鴛い、鍵稿において検討するこ

と1こしたい。

　この調室を実施するにあたってご鶴力をいただ

きました売生・学生に感謝の意を表します。

　誠に未熟な論文ではありますが、本稿を今年度

で退官される明珍昭次先盤三、永田…三隻1生に垂奉1デま

す。
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　　ルミネ、サンシティなど、懇鍵のファッションテ

　　ナントが集積することによって形成さ翻る頁貨籍

　　を接す。

3赫通繕簸売は、餐種の流遜コストを撰き下げて安慰

　　な優越で簸発することを幸心綿な蟹的としている。

　　筆者がセシールで縫った講蓋によれば、通常、小

　　禿鷹では藪亮懸路に占める療懸の離合が齢鯨程度

　　なのに薄し、セシールではこれを簿照程度にまで

　　瞬き上げている。饑えば、小売落が圭，総爵簿で藪売

　　している製贔を7｛鰺羅程度で販売することが纏縫と

　　なる。ただし、この場合はコス←ダウンが第一の

　　羅的となるため、　トップスなどと織ビレベルでファッ

　　ション建を考えることはできない。また、購じ下

　　巷でも、ワコールシ翁ップなどで籔売されている

　　ものとの差も大きい。
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